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1２７ 

｢変貌」に「国際化」を読む
Ｐ 

－森有正ノート１－

江村裕文

「国際化」というのは、他の「～化」という表現と同様に、ある主体が

その主体であることをやめるのではなく、その主体の持っている性質の一

部が、「－ｘ」なるものから「＋ｘ」なるものに変化することと、一般的

に定義しておきたい。つまり、「国際化」というのは、日本なら日本が、

日本でなくなるという「非日本化」というような変化のことをいうのでは

なく、日本なら日本のままではあるのだが、日本の持っているある種の性

質なり属性が、「国際的」でなかった状態から「国際的な」状態に変化す

るということを意味するわけである。同様に、日本人の「国際化」という

のは、日本人が日本人でなくなるということを意味するのではなく、日本

人は日本人であり続けながら、その‘性質というか属性のある部分が、「非

国際的」なものから「国際的」なものに変化するということということが

できる。①

このように、「国際化」が個人のある種の変化であるという前提に立て

ば、異文化との格闘の末、パリの地で客死した森有正の「国際化」論、な

いしは異文化論があれば、そこから様々な有益なものを汲み取ることがで

きるというふうに考えられるのであるが、彼にはそう名付けた議論は残さ

れていない。そこで、彼の「変貌」という概念に関する議論を概観し、そ

こから彼の「国際化」論、異文化論を読み取ってみたい。

森氏は、「経験のある要素がもうそこに明確になろうとして、一つの決

定的な命名を待つまでに成熟していること｣、そしてそれが「そこに在

る」ということ、「それはまた経験の深まりの一つの相でもある」とし、

｢私はそれを変貌と名附けようと思う｡」と書いている。②

また別のところで、「そして私は、一つのことがわかり、理解すること
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ができるのは、決して知的面だけの問題ではなく、もっと経験全体の変

容、その成熟にほかならず、それを確定するものとして知的判断が表れて

くるのだということを知るのである。そしてそれ以外には、わかるという

ことは金輪際ありえない、と感ずるのである。私はそれを「変貌」と名づ

けたいと思う｡」と書いている。③

つまり「変貌」とは、「成熟」であり「経験の深まり」であるというこ

とである。これを「国際化」論に並行的にあてはまるとしてみると、異文

化経験の深まり、それが成熟にまで達したとき、「国際化」という変貌が

生じることになる。

さてここで次に問題となるのは「経験」とは何かということである。彼

は「感覚」と「経験」について次のように書いている。

人間がつくった名前と命題とに邪魔されずに、自然そのものが裸で感

覚の中に入ってくるよろこび、いなそれは「よろこび」以前の純粋状態

だ。……自分がまず在ってそれが何かを感覚するのだ、という事態から

抜け出さなければならない。充実した感覚こそ、自我というものが析出

されてくる根源ではないだろうか。私は「経験」と「体験」との根本的

区別はそこに在ると思わざるをえない。……感覚の処女性という表現に

よって、私は、ものとの、名辞、命題あるいは概念を介さない、直接

の、接触を、意味する。その接触そのものの認知を私は経験と呼ぶので

あって、感覚が経験の一部なのではない。④

つまり、異文化という名辞や命題や観念の介在なしに「異文化」そのも

のと直接接触したとき、それは森のいう「経験」になる。そうでなけれ

ば、仮にそれが「経験」のように見えるものであっても「それが個人を定

義するものに「変貌」することはむつかしい。⑤」のである。また「まし

てや書物を読んだり、理窟を考えたりしてそうなるのでは絶対ない｡」と

彼は付け加えている。これは心すべきことである。彼は、それは「経験」

ではなくて「体験」だからだといっている。自分自身を見極めることが不

充分であったりして、自分では「異文化」そのものと直接接触したつもり

でも、実は何らかの名辞や命題や観念が介在していたということがあるか

もしれない。残念ながらそのときには「変貌」はおこりえない。「国際

化」はありえないのである。

彼は「変貌」への過程をさらに別の表現で示している。
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一つの別の「経験」がすでにある「経験」の根底に生れ、次第に形成

されることによって、旧い経験を覆すのである。それ以外にはありえな

い。それは乳歯が新しい成人の歯の生長によって覆され、脱落するのと

同じことである。こういう道標は遅いこともあれば、非常に急速である

こともある。単に時間の経過の長短ではない。⑥

「国際化」という一種の「変貌」が個人の「経験」の深まりによって実

現される個人的営為であることを自覚するとき、森が示した「成熟」によ

る「変貌」というプロセスの把握は、「国際化」を考える上でも非常に示

唆的であることが指摘できる。

つまり、「国際化」は、異文化に関する知識の量の蓄積によるのではな

く、また個人的な体験の蓄積によるのでもない。「国際化」に直結する、

名辞や命題や観念の介在なしの異文化との直接の接触を「経験」できる感

覚の持ち主だけが「経験」を深め、やがて「成熟」に達して「国際化」す

るのである。

異文化に対時するときの森自身のアドバイスが辻邦生の著作の中に残さ

れている。

私がパリという大都会になかなか馴染めないでいることが、当時の記

録を読むとわかるのだが、この異質の都会へ同化してゆく途次に森先生

と会えたことは、私の幸運であった。主観的には、私は東京よりも自分

の肌に合う都会に来たと思っていたが、実際には、感覚的な抵抗がいろ

いろの形で表れていた。森先生は、そうした抵抗感のなかに、異質の文

化を掴む手がかりがあることを示された。ややもすれば、息苦しさのた

めに、抵抗感を回避し、安易な妥協点を見つけようとしがちであるが、

先生は、そうなることを極力いましめられた。ともかく抵抗感に耐え、

そちらに自分を合わせるようにし、決して対象を自己流にねじまげない

こと－それを私にいろいろの形で教示されたのであった。⑦

そうして「国際化」したとき、人は自分がほかならぬ自分であることを

発見するはずだと私は考える。この「自分に帰る」ということについて、

森の生涯を「自分に帰る」生涯と見ている辻邦生は次のように書いてい

る。

「自分に帰る」とは、同じ平面で起りうることではない。そうした苦

悩と遍歴のすえに、その問題点の隅々まで納得了解して、それらを解消
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し、その上に出たとき、はじめて「自己が自己である」ことを見いだし

うるのである。⑧

辻邦生が森有正の生涯を「森有正氏は、……ひたすら自分にむかって遥

かな旅をしていた｡」⑨というとき、「経験」が深まり、「成熟」し「変

貌」するというプロセスは、「異文化」の発見、「経験」の深化、「国際

化」「自己の発見」というプロセスと全く同じものとしてとらえることが

できる。このことは、当該の個人がこのプロセスを辿ることが、何かお手

本があってそれにしたがえば、言わば手軽にと言うか簡単に、「国際化」

が実現されるというような何か生易しいものであるというようなことを保

証するものではない。むしろ、「国際化」の過程も「変貌」の過程と同

様、正しく自分との苦闘、それこそ命懸けの覚悟を我々にせまるのであ

る。「国際化」であれ「変貌」であれ、それは安逸な現状、自己自身に別

れを告げ、それがどういうものであるかという何ら保証のない新たな自己

への投企を強いるという意味で、また、自分自身が自己の存在そのものへ

の異議申し立ての矢面に立つことを回避できないという意味で、まさしく

その人個人の危機を意味するはずのものだからである。
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